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鎌倉市議会議員久坂
く さ か

くにえ                

www.kkusaka.net  

久坂
く さ か

通信 
 

昭和 48年 2 月生まれ O型  

聖心女子大学文学部英文学科卒業  

平成 25年 5 月より 3期目 

会派：みんなの鎌倉・代表 

議会運営委員会委員長、教育こどもみらい委員会所属 

             

 

 みなさま、お元気でお過ごしでしょうか。 おかげさまで、今任期が始まり 1 年が経過いたしました。先般の

59 号でも一部報告を行っていますが、今年度の議会の動き等について報告いたします。 

 

 

■子育て支援環境の充実を図る 

 ・玉縄地域 子育て支援施設の充実を図る 

耐震診断調査の結果、建て替えを行うことになった市立岡本保育園。 

当初報告された建て替え計画では従来の定数・保育園機能の保持しか予定

されていませんでした。 

 しかし、同地域では多くの利用者が見込まれるにも関わらず、常設の子育

て支援センター等が長らく計画のままで未着手。こうした支援センターなど

子育て関連施設を保育園を建て替えする際に併設するよう強く求めてきまし

た。 

結果として、子育て支援センター、また一時保育施設の併設、また保育の

受け入れ枠の増加といった機能を新たに追加してもらうことになりました！ 

全地域での充実した子育て環境の構築を求めていきます。 

・放課後こども教室が増えます 

また数年来拡充を要望してきた放課後こども教室。 

放課後こども教室とは、地域の方が放課後の時間を使って読み聞せ、英語

や、昔遊び、理科実験など子どもたちに充実した時間を提供するしくみです。   

市内では稲村ヶ崎小学校一か所のみで実施されていたため、各地域で実施

校を増やしてほしいと要望を行ってきたところです。 

稲村ヶ崎小学校に加え来年度は今泉小学校での試行が予定されることに！ 

地域人材の豊富な鎌倉で活躍している方々と児童の多世代交流も進むこと

も期待されます。 

本格実施、他地域への拡大を引き続き求めていきます。 

・小中学校普通教室での冷房設置の陳情採択 

猛暑日が続く昨今の夏。熱中症なども心配される学校環境の改善に向け、

市立小中学校普通教室に冷房を設置してほしいという陳情が 2 月定例会に提

出され、全議員で採択を行いました。 

財政的には厳しい折ですが、行政側の説明、学校の建て替え時等に併せる

ということでは時間がかかりすぎます。実現に向けたな予算編成を計画すべ

きではといった指摘を委員会で行いました。  
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久坂くにえを応援してくださる方  

この通信の配布などお手伝いくださる方 

サポーターを随時募集しています。 

お気軽にご連絡ください！お待ちしています 

久坂くにえサポーターズクラブ  

〒247-0056 鎌倉市大船 2-10-25-302   

TEL/FAX 0467-47-1905 メール:mail@kkusaka.net  

HP：http://www.kkusaka.net 

ご自宅周りを５枚でも 10 枚で

もポスティングして下さる方

を募集しています！ 

■議会活動の可視化？！ 

・市民の方の代表として選出されながら何の仕

事をしているのかわかりづらい、と評される議

会。とても残念な事です。 

市民の皆さんとの距離を縮めることや、議会

の政策提案能力の向上等を目的として、各地方

議会では議会基本条例が制定されています。  

鎌倉市議会でも前任期に引き続き議論を重

ね、今期は同条例の制定のための特別委員会を

設置しています。 

私も委員として参加するこの委員会で、2月

に実験的にオープンミーティングを開催しま

した。市内 5会場で実施し、各会場ごとに設定

したテーマ（例えば「議会への期待」）等につ

いて意見を頂きました。頂いた意見は、条例文

の検討や、5月に予定 

されている議会報告会の 

実施にいかしていきます 

（腰越会場での一コマ→） 

 

■意見をお聞かせください！アンケート実施します  

１）今鎌倉市に最も充実をのぞむ事業はなんでしょうか 

例）介護する方への負担軽減、小児医療費の充実など 

    
２）その他何かご意見があれば自由にご記入ください 

                               

 

 

～ご回答はファックス 0467－47－1905 または メール mail@kkusaka.netまで～ 

 

■増え続ける一人暮らし世帯・認知症対策 

 一人暮らし高齢者の方の世帯が確実に増加する

中、安心して暮らして頂く見守り体制の構築や、

安否確認ツールの充実は必須です。 

2 月定例会の会派代表質問の中ではこのツール

の充実を要望しました。（参考写真↓安否確認ツー

ルの搭載された湯沸しポット） 

現在市が採用している緊急 

通報装置は、いざという時に 

駆けつける協力員の方々の登録 

などがあるものの、貸出台数・ 

利用人数も限られます。 

人数が限定されず、希望者全てにいきわたる新

しい機器を含めた体制づくりを要望しました。 

また、来年度は成年後見センターの開設が予定

されています。が、一部報道で見られるように、

後見人による権利擁護事業の悪質な利用や金品搾

取などの事件を防ぐことも重要と考えます。適切

に制度が運用される複数の視点での体制づくり等

を要望しました。 
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